






茨城県結城市
 おりょうりやこきゅう（きゅうこにしけべってい）

御料理屋kokyu.（旧小西家別邸）

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

営業時間

アクセス

備 考

御料理屋kokyu.（旧小西家別邸）

昭和元年

木造平屋建て（高床式）

茨城県結城市大字結城1085

0296-48-8388

http://kokyu.in

12:00〜14:00、18:00〜21:00（予約制）

月曜・第1第3火曜休み

JR水戸線 結城駅北口より徒歩約15分

見学は不可

結城市は江戸経済の大動脈である鬼怒川の要衝にあり、結城紬や農産物の流通する一大商業都市であった。小西家は江戸末期に近江か

ら移住し、この地で造り酒屋を始めた。酒造業で財を成し、昭和元年に別邸としてこの建物を完成させたが、長らく邸宅としての役割

を担うことなくひっそりと佇んでいた。

床の間を中心に店を演

出し「和の空間」に添

うようなかたちで料理

も決められている。

天井の高い二間続きの

広々とした空間で、歴

史や趣を感じながら美

味しい食事を堪能でき

る。

玄関外観（店舗入口）

外観（主屋）

駐車場からのアプローチ

床の間と床脇

広間（御食事処）

濡れ縁を支えている持送り 野天井の回り廊下

最大の特徴は、筑波山の景色を楽しむために高床とし

た主屋だ。高床式（床下はコンクリート造の倉庫）の

土台の上に木造建築が建てられ、北を除く三面に廊下

が回り、外部の建物の周囲に巡らされた景色を見るた

めの濡れ縁は回り縁となっており、その回り縁に沿っ

て一面に張られている表面の波打ちが美しい大正ガラ

スが建物を特徴付けている。濡れ縁を支える持送り

（もちおくり）にも美しく凝ったデザインが見られる。

廊下は約6間の一本物の丸桁、天井は屋根の垂木をそ

のまま見せる野天井の仕上、障子は引分け猫間障子が

使われている。広間天井は竿縁天井、五寸角の四方柾

目の柱や、欄間の花を型抜きした透かし模様や格子模

様のあしらい、床の間の欅の一枚板など至る所に贅が

感じられる。高床式で回り縁になっていることで風通

しも良く、日本家屋の良さを感じられる。訪れた際に

は、時を経て再び産声をあげた建物の歓びを是非とも

感じていただきたい。

渡り廊下

後に地元結城市で古民家の料理店を開くために場所を探していたkokyu店

主の目にとまり、親戚である大工棟梁が当主と同級生だったことが縁で

この建物を借り受けることとなり、平成24年7月から8か月間の改修工事

を経て、平成25年3月に地元の新鮮な野菜を使った創作料理の店「御料理

屋kokyu.」としてオープンした。

【付属平屋建物】一部を玄関として改修し、階段を上がった先には新た

に和室が設えられ、渡り廊下との間にある組子細工の内窓がさりげなく

空間を演出している。渡り廊下へと続く階段の蹴込板は取外しができる

仕組となっており、昔ながらの知恵が感じられる。

玄関内観 組子細工の内窓

【主屋】高床式木造平屋建て寄棟造りの建物で、屋根の「鬼瓦」には、

ご当主の名前「小西」が刻まれており、柄振り台といわれる鬼瓦を乗せ

る台には立浪模様が彫られている。内部においては損傷の激しかった漆

喰の壁は全て上塗り部分のみ剥がして塗り直し、10帖と12帖の広間の畳

敷は板張りに改修した。床の間と床脇の地袋の襖絵は当時のまま残され

ており、障子も紙を張替え、当時のものを利用している。

【配置】敷地内には付属の平屋造りの建物と高床式の主屋（店舗）があ

り、渡り廊下で繋いでいる。駐車場からのアプローチは渡り廊下をくぐ

り抜けるようになっており、建物内部への期待感が自然と高まる要素と

なっている。





茨城県笠間市
 しゅんぷうばんりそう　（きたおおじろさんじんきゅうたく）

春風萬里荘（北大路魯山人 旧宅）

見どころ

大庄屋の建物らしい重厚さに、「万能の異才」とうたわれ、

万事に凝り性であった魯山人の美意識が加味され、時代をま

たいでより一層懐の深い建物となっている春風萬里荘は、美

術館として所蔵する名品の展示とともに訪れる者を飽きさせ

ない。特に主屋土間左手の本来馬屋であった洋間は魯山人に

より改造されており、馬屋であった頃の馬をつないでいた柱

や排気孔がそのままの姿で残され、自然物の生かし方や空間

構成、遊び心など、魯山人の自由な感性・美意識を見てとる

ことができる。また、風呂場は脱衣所を含め10帖間程の大き

さで、長州風呂と上がり湯、洗い場がゆったりとした広さの

中に配され、壁には魯山人自作の青竹を模した織部陶板がめ

ぐらされ、豊かな色彩をなす。更には季節の花に彩られた心

癒される庭園も見事であり、散策した先には地元の豪農から

移築された江戸期の長屋門がどっしりと佇み、ここでは庭園

を望みながらのランチも楽しめる。また、年に数回、右で紹

介している魯山人設計 茶室「夢境庵」での茶会の開催もあり、

鑑賞にとどまらず、贅沢な時間を体感出来る。

魯山人作の織部陶板を張り込んだ

長州風呂

魯山人作 陶製アサガオ

洋間 魯山人作 手斧削りのベンチ

欅の小口を見せた木レンガの床

江戸期 豪農の長屋門

【主屋】

茅葺き入母屋造りの重厚な構えのこの建物は、江戸時代中期に大庄屋

伊東家の母屋として建てられた。式台のある玄関を入ると正面には12

帖半の玄関間があり、その右手並びに仏間・客間の座敷が続く。客間

は違い棚付きの２間の床の間に付け書院、組子欄間、さお縁天井など

格式ある座敷となっている。玄関間の奥は神棚のある板間で、当時は

囲炉裏が有り魯山人はここを居間として使用していた。三和土の土間

は梁表しで、煤竹の天井が繊細に組まれており、吹抜の開放的な空間

となっている。

建物名称
建築年
構造・様式
所在地
電 話
Ｈ Ｐ
開館時間

アクセス

備 考

春風萬里荘（北大路魯山人旧宅）
天保年間、1965年（昭和40年)北鎌倉より移築
木造平屋建て 茅葺き入母屋造り
茨城県笠間市下市毛芸術の村1371-1
0296-72-0958  
http://www.nichido-museum.or.jp/shunpu/
3月～11月 9:30～17:00 入館は16時30分まで
12月～2月 10:00～16:00 入館は15時30分まで
月曜日（祝祭日の時はその翌日）・年末年始 休館
JR常磐線友部駅よりタクシー約15分(駐車場有)
水戸線笠間駅から徒歩約20分(タクシーが便利)
笠間日動美術館分館 (展示施設)

【茶室】

｢夢境庵｣は千宗旦（千利休の孫）によってつくられた名茶室｢又隠｣を

手本として、魯山人が設計した。北鎌倉に在った時は、主屋とは離れ

た茅葺き入母屋造りの独立した茶室で、魯山人の安息の場であった。

移築する際に主屋(座敷奥)に付設され、現在はむくりを付けた桟瓦葺

きに杉皮葺きの下屋が廻る姿となっている。三畳の水屋、洞庫口を備

えた四畳半本勝手からなり、床柱には黒柿の自然木、無目には南天の

樹が用いられている。また躙り口に加え、貴人口が設けられ、出入り

を容易にしている。

魯山人により馬屋を改造した洋間

長屋門 の重厚な軒廻り

県中央部に位置する笠間市の中で、春風萬里荘のある旧笠間地区は周り

を小高い山々に囲まれた盆地にあり、焼き物の産地として名高い所でも

ある。昭和39年に日動画廊の創設者である長谷川仁氏が、郷里である

笠間に作家らと訪れた折、この地にアトリエを造りたいという要望を受

け、｢芸術の村｣の構想が生まれた。昭和40年(1965年)には北大路魯山人

が住居としていた民家を北鎌倉より移築し、その中心に据え置き、｢春

風萬里荘｣と名付け、｢芸術の村｣が開設された。この民家は高座郡御所

見村(厚木市近郊)の大庄屋の母屋を、昭和6年魯山人が星岡窯の母屋と

して北鎌倉に移築したもので、昭和29年まで住居として使用していた

建物内部は魯山人の手による改造が随所に見られ、それらがほぼそのま

まに残されている。主屋の茅葺き屋根は適時葺き替えがされており、近

年では2007年より数年をかけ全面的な工事がなされた。また2018年か

らは庭園改修工事が行われ、2020年10月に完成している。

笠間日動美術館が1972年に開館され、春風萬里荘はその分館として現

在も美術愛好家及び多くの人々が訪れる場所となっている。
（写真 庭園より西面を望む）



茨城県高萩市
 ほづみけじゅうたく

穂積家住宅

見どころ

建物名称
建築年
構造・様式
所在地
電 話
Ｈ Ｐ
開館時間

アクセス
備 考

穂積家住宅
1773年（安永2年）
木造平屋建て・入母屋造・寄棟造・茅葺き
高萩市上手綱2337‐1
0293－24－0919
http://www.takahagi-kanko.jp/page/page000008.html
9:00～16:00
月曜日（祝祭日の時はその翌日）・年末年始休館
常磐自動車道高萩ICから車で約１分 駐車場有
茨城県指定有形文化財、高萩市指定史跡

主屋の梁組・小屋組みのほとんどが建築当初材である。

桁行・梁間に架け渡した釿斫り（ちょうなはつり）仕上

げの松材の迫力ある小屋組みが見られる。今でも月に一

度、半日をかけて燻蒸を行っている。軒付は茅を数段に

積み重ね、中に竹の節裏を白く塗った飾りを揃えて巡ら

し、各隅は市松模様の装飾を施した『五段茅葺き中竹節

揃角市松模様寄棟造り』になっている。

建具の製作年は不明だが、欄間・格子組・帯桟・引手等

の装飾が素晴らしく、細部にまでこだわりが見られる。

【前蔵】嘉永2年（1849年）に建築された

切妻造、妻入、2階建ての土蔵。桁行4間、

梁間3間で屋根は漆喰を塗り固めた上に合

掌を置き、桟瓦葺の屋根をのせる置屋根

形式となっている。美しいなまこ壁が時

代的な特徴をよく表している。

【長屋門】2階造りの門の東側に桁行3間、西側に桁行5間の平屋を接続さ
せた特異な形式で、屋根は門の部分を入母屋造、左右の平屋部分を切妻

造とし、桟瓦を葺く。昭和初期の改修でもともと平屋根だったものに2階

部をのせるなど、数回の改築が行われている。

【衣装蔵】大正4年（1915年）に造られた

切妻造の土蔵。昭和の改修により主屋から

渡り廊下が設けられ、内蔵となった。桁行

3間半、梁間2間半の2階建てで、1階に衣

装棚、2階に床・違い棚を設けた10畳間が

あり、衣装替えのほか接客の場としても使

われていた。

【庭園】江戸時代に作られたもので、屋敷

の北を流れている関根川から水を引いた約

100坪の水面を持つ回遊式庭園。中央には

石造りの太鼓橋、石灯篭を配している。

【主屋】安永2年（1773年）建設。約120坪の広さがあり、屋根は寄棟

茅葺き、南突出部は入母屋造りの茅葺き、背面下屋銅板葺き。 北東面に

あるオクザシキの北側には床の間・床脇・平書院が付き、かなり早い段

階で床飾りを配した座敷を持っていた。

穂積家は江戸時代中期に庄屋を務め、農

業のほか造林地業・金融業・酒造業など

を営み、明治初期には製紙工場を経営す

るなど、多角経営を行っていた上層階級

の農家である。敷地面積は5492.82㎡、

周囲を塀で囲み、中心に主屋、北側に衣

装蔵、東側に庭園、南側に長屋門と前蔵

を配している。現在は無料公開のほか期

間限定古民家カフェや映画・テレビのロ

ケ地として利用されている。平成元年、

茨城県指定有形文化財に指定された。

小屋組み 市松模様寄棟造り

簀戸（葦戸）

千鳥の引手便所間仕切りの装飾

襖絵

平書院

欄間



茨城県笠間市
 かさまれきしこうりゅうかん「いづつや」

かさま歴史交流館井筒屋

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

かさま歴史交流館井筒屋

明治中期頃

木造3階建て 瓦葺入母屋造り

茨城県笠間市笠間987番地

0296-71-8118

www.kasamaidutsuya.com

9:00～22:00、月曜日(祝祭日の時はその翌日)休館

JR水戸線笠間駅から徒歩20分

笠間市の観光の中心である笠間稲荷神社周辺には、初詣や春の陶炎祭、秋の菊まつりなど年間を通して多くの観光客が訪れる。近年、

市では笠間稲荷神社の南側に位置する笠間稲荷門前通りの景観整備を進めている。その門前通りを見通せる場所に建つ「かさま歴史

交流館井筒屋」は、平成30年4月1日にオープンした市の公共施設で、明治中期頃に建てられた木造3階建て瓦葺入母屋造り、三層に

庇の取り付いた歴史ある建物「旧井筒屋本館」を改修整備して誕生した。

井筒屋は、江戸時代天保年間に旅館として創業。明治中期頃に、今の場

所に木造3階建ての井筒屋旅館が建てられた。建築当初に2階と3階の客

室の外側にあった欄干(写真①参照)は、昭和期の改修工事で取り壊され、

客室の拡張が行なわれた。東日本大震災で被災した建物を、笠間市が引

き受け、地域活性を促進する施設へと今回の改修整備工事が行われた。

外観は、縁廊下および透かし入りの欄干が復元され、縁廊下越しには障

子窓が設けられ、建築当初の趣を感じる。旅館の敷石を再利用した中露

地、当初材のケヤキ柱や天井梁組が現しとなった1階の観光インフォ

メーションや2階の吹抜けは往時の雰囲気を作り出している。意匠に配

慮し綿密に計画された構造補強、新規材に施された古色塗装、床左官仕

上げは当初材と馴染み、井筒屋旅館の当時の面影を感じさせる。

見どころ
工事の大部分を占める木工事は伝統的工法で施工すること

が大事であり、内外装造作材及び仕上げ材の一部は、既存

に使用されていたものを再利用されている。

中露地から交流広場に向かって敷かれている稲田石(稲田御

影石。笠間地区一帯を産出地とし、日本の誇る最高級石材)

は再利用材料のひとつであり、また、広場左右に広がり、

色違いにも見える敷石には新規の稲田石も使用している。

足元に注目すると当時の切出し技術の違いや色、質感を比

較して楽しむことができる。

① ②

③ ④

江戸時代、稲荷信仰が江戸を中心に広がり、笠間稲荷神
社へ多くの参拝客が関東一円から泊りがけで訪れるよう
になった。そして、井筒屋のような旅館が多くある門前
町としても栄えるようになった。

<笠間稲荷神社>

日本三大稲荷

のひとつ。

笠間市笠間

1番地

①交流広場の稲田石。
②中露地の再利用された
稲田石。

③当時旅館で使われていた
金庫と神棚。

④曳家工事リノベーション
をした際に３階の屋根裏
で発見された亀の絵が描
かれた破魔矢。

写真① 昭和初期の外観

様々なイベントが催される建物前の交流広場

写真②改修整備される前の外観

交流広場 交流広場

事務室

倉庫
観光

インフォメーション

トイレ

1階平面図

中露地

①

2階 梁組が現しとなった吹抜け

複数棟あった建物のうち、木造3

階建て1棟を残し約15ｍの曳家が

行われ、広い交流広場が設けられ

た。建物の1階には観光インフォ

メーション、2階に歴史展示コー

ナー、3階には地域の人が利用で

きる会議室が設けられ、笠間の歴

史や観光情報の発信、市民や観光

客の交流の場となっている。 写真③ 工事中の曳家の様子

1階 観光インフォメーション

3階 和の意匠の会議室









栃木県芳賀郡益子町
ましこさんこうかんうえんだい

益子参考館上台は日本を代表する陶芸家濱田庄司（人間国宝）
が来客者の宿泊所とする為に、益子町小宅の高野家主屋を
昭和17年に解体移設したもので、完成までに約10年の歳月を
要したと言われている。
濱田庄司が蒐集した工芸品を公開し、一般の人たちにも
「参考」にして欲しいとの願いをもって開館された。

大規模な寄棟造茅葺で南面に建ち、桁行14間梁間7間、正面に入母屋
造の式台を突き出す。式台の7層の軒づけは重厚な感じを与える。桁行

【濱田庄司による改修デザイン】 6間が土間部で三重梁を架け、東側に馬屋跡、西側の土間境には居間、
中廊下、北の間が並ぶ。棟高や軒高、平面構成、部材の古さなどからも

内外部の改造の多くは、濱田庄司のデザインによるもの 江戸時代末期の創建と考えられる。
である。間仕切りや照明器具等民藝の趣向を凝らした
デザインが施されている。 梁・柱等の構造材の太さや、
また館内には生活に役に立つ工芸という着眼のもとに蒐集 威厳のある外観と洗練された
された貴重な調度品が展示されている。濱田庄司を通した 細部の意匠や造りが特徴で、
「民藝」という美の概念を体感出来る建物として重要な 大規模民家の風格を備えて
意義を持つ。 いる。迫力のある茅葺屋根は

・モダンな洋間に改修された 20年に一度、3か所に分けて
土間東側の馬屋跡。 葺き替える。
低い天井に太い梁の落ち着い 上段の間は床棚付書院を
た空間に趣のある貴重な家具。 備え、次の間と角間境には
時を忘れてしまう寛ぎの場所。 ・囲炉裏では今も火を焚き 意匠を凝らした筬欄間がはめ

 虫除けとしている 込まれる等、整った室内構成
をもつ。
入母屋造の玄関から入って
要人を迎えるために使用する
上座を含むフォーマルな空間
は数寄屋建築とされており、
日常を営む空間との対比も
興味深い。
室内の壁は、鉄分と藁の経年

・濱田庄司デザイン照明器具 変化によって味わい深い佇まい
を醸し出している。

・国内外から蒐集された手工芸品の数々
・上段の間　床棚付書院と筬欄間

・土間入り口脇にある建
具は一見障子だが、
和紙の代わりに沖縄の
二枚貝を鉋で削って使用
している。
薄く削られた貝は光を
柔らかく通す。

益子参考館上台

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備 考

益子参考館上台

江戸時代末期 （移築昭和17年）

木造平屋建

栃木県芳賀郡芳賀町益子町益子3388

0285-72-5300

https://www.mashiko-sankokan.net/

9:00～17:00 休館日…月曜日(月曜日が祝日の場合は

開館し、翌日休館) 展示変え休館あり

JR宇都宮駅→バス益子行45分益子参考館入り口下車

県指定文化財



栃木県栃木市
よこやまきょうどかん

横山郷土館（外観）

回遊式日本庭園を一望できる大広間 数寄屋の雰囲気をもつ床の間

洋館(外観）
栃木共立銀行跡 屋久杉の天井

建築名称 横山郷土館
建築年 明治30年～昭和中期
構造・様式 麻蔵・文庫蔵：組石造り２階建て、店舗：木造(土蔵

造り)平屋、住居：木造真壁造り平屋(一部２階建て)、
洋館：木造大壁造り平屋

所在地 栃木県栃木市入舟町2番16号
電　話 0282-22-0159
Ｈ　Ｐ
開館時間 9：00～17：00（最終入館16：30）

月曜日(祝日の場合は翌日)・年末年始休館
アクセス ＪＲ・東武栃木駅から徒歩18分

蔵の街第１駐車場から徒歩4分
洋館(内観） 備考 国登録有形文化財、栃木市歴史的風致形成建造物指定

横山郷土館

https://www.tochigi-kankou.or.jp/spot/yokoyama-kyoudokan

横山郷土館は、明治時代の豪商、横山家の貴重な資料
を展示した郷土館である。後に初代当主となる横山定
助は、水戸藩士の子でありながら、今後の新しい時代
における商人の活躍を予測し、栃木の特産品である野
州麻に着目した。そして、江戸末期に麻問屋を起業し
た。
麻は、当時、衣類だけでなく、下駄の鼻緒の芯や魚網
など、生活に欠かせないものにも幅広く使用されてお
り、江戸との交易により成功を収めた横山家は、栃木
県でも有数の麻問屋となった。その財を元手に金融業
にも進出し、栃木共立銀行を設立した。そして、昭和
初期に廃業になるまで、地域の金融を担ったとされて
いる。
現在も、明治期に建造された建物をそのままに、館内
には、麻問屋の帳場や銀行跡が残されており、当時の
様子を偲ばせる景観を保っている。
見世の中央を境に正面向かって右が当初の前身があ
り、左が増築部分となる。内部には増築境辺りに痕跡
が残っており、どの跡も丁寧な仕事が施され当時の繁
栄を物語っている。

横山家は、当時、店舗の正面向かって右側で麻問屋、左側で
銀行を営んでおり、その店舗を抱えるようにして麻蔵、文庫
蔵が建てられている。日本の商家としては、ほかに見られな
い両袖切妻造りという建築様式になっており、国の登録有形
文化財に登録されている。
主屋の両袖に配置された石蔵は組石造りにも拘わらず東日本
大震災による倒壊やズレが生じることなく現存した。当時の
技術の高さが伺えるものである。また、軒先を煉瓦積みとす
る意欲的な建物でもある。
また、敷地の中央に広がる日本庭園には、大正７年に建てら
れたハーフ・ティンバー手法の洋館がある。当時、ゲストハ
ウスとして使用されていたこの洋館は、内部には琵琶棚付き
の床をもつ和室が混在し、和洋折衷となっている。

横山郷土館内には、回遊式日本庭園を一望できる大広間や本勝手の書院
代わりに下地窓を施した数寄屋の雰囲気をもつ床の間、天井に屋久杉を
使用した奥座敷などがあり、多様な魅力に満ちている。
明治30年頃に建造された麻問屋店舗跡と明治43年に増築された栃木共立
銀行跡の境には梁の継手があり、店舗側は欅が使われているが、銀行側
は「お客様を待つ」というゲン担ぎで、松が使用されている。また、店
舗側が黒砂摺り漆喰なのに対し、銀行側は人造石研ぎ仕上げになってい
る等、店舗と銀行の造りの違いを楽しむこともできる。

見どころ

https://www.tochigi-kankou.or.jp/spot/yokoyama-kyoudokan


栃木県那須郡那珂川町
ゆうけいぶんかざいほてる　いいづかてい

那珂川で水戸とつながる馬頭と小川地区の一部は、
江戸時代水戸徳川領であり、馬頭市街に位置する
「飯塚邸」は庄屋として、藩領支配の中で重要な
役割を担っていた。
幕末水戸藩内の内乱状態の中、天狗党であった飯塚
家は、元治元年に諸生党による打ち壊しにあい、
新宅前庭の松には、その時に付けられたといわれる
刀傷が残っている。
飯塚家本宅表門、脇門は保存状態が良好で江戸末期に
さかのぼる歴史的建造物である。
その他、飯塚家新宅、本宅、その他の建物も明治期、
昭和期に改築、修繕が実施されたが、
江戸期から引き続く建物配置をうかがう事ができ、
文化財的価値が認められることから平成15年には
国登録有形文化財に登録された。
令和元年、飯塚邸の古き良きものを可能な限り現存し、
リビング・キッチン等の設備を持つ長期滞在型の宿泊施設
として快適性や機能性にこだわったリノベーションを施し

「本宅」外観　江戸時代に当家の隠居として建設 「有形文化財ホテル飯塚邸」はオープンした。
軒を低くおさえた簡素な構え。庭でケータリングを楽しむ事もできる。

広い敷地の中に、本宅、新宅、文庫蔵
中庭、表門、裏門が配置されている建物を
客室として「邸の部屋」と「蔵の部屋」
2つのタイプに分けている。
「邸の部屋」は新宅と本宅を利用
広いスペースと充実した設備で大人数や
長期滞在に適している。
「蔵の部屋」は蔵をロフト式に改装して
あり、コンパクトにまとめられた空間。
少人数や短期滞在に適している。

受付も兼ねた「新宅B」入口

「本宅」リビングルーム
凝った建具や欄間を用い、畳割による平面計画など
丁寧な造りや間取りはそのままに活かしながら
上質で現代的な家具や計画された間接照明を配置。
新旧のバランスを塗装や建材の色で統一している。 「土蔵A.B」2室玄関は共用で 大梁の存在感と吹き抜け
時代の違和感を全く感じることなく、寧ろ懐かしく 左右のドアで各部屋に別れる
落ち着けて、心地よい空間が演出されている。

「新宅B」寝室
畳の上にシモンズのセミダブル
のベッドが新鮮。障子や書院
の格子のデザインや竿縁天井が
空間を引き締めている。
機能面では、断熱工事は随所に
されており、古民家再生の課題 「文庫蔵」と「新宅中庭木戸」 登梁と地棟の天井
となる快適性は十分満たされて
いる。長期滞在の旅行者向けに 宿泊施設以外のホテルの機能は町の中に点在する。
コンセントや収納の配置が細かく 食事や飲食、は那珂川町の中で提供。物販や体験施設も送迎も含めて
考慮されている。 提供している。

「飯塚邸」という歴史的建造物が宿泊施設という新たな役割を
担うことで、昔そうであったように、地域の人々や訪れた人達の
交流の拠点となり、建物だけに留まらない再生の可能性を感じる。

床板にコンセントカバー 畳の上の現代家具

有形文化財ホテル　飯塚邸

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備 考

有形文化財ホテル 飯塚邸

江戸末期～明治41年(改修2018年～2019年6月)

木造平屋一部2階建、土蔵造2階建、木造平屋建

栃木県那須郡那珂川町馬頭360

0287-82-7551

http://www.iizukatei.ohtawaragt.co.jp

(宿泊予約はホームページ参照)
JR氏家駅からバスで馬頭車庫行、南町下車徒歩１分

国登録有形文化財



栃木県真岡市
おかべきねんかん「きんれいそう」

岡部記念館「金鈴荘」

江戸中期、「真岡」といえば、木綿の代名詞。丈夫で質がよ
く絹のような肌触りの真岡木綿は殿様の肌着に愛用されるほ
ど絶大な人気で、江戸の問屋はこぞって真岡木綿を求めた。
建物はその真岡の木綿問屋としても栄えた岡部呉服店の２代
目岡部久四郎氏が建築材料等を多年にわたり集め、明治初期
に10年余りの年月を費やし建築した別荘で、重厚な外観に
華奢な内観が特徴的である。

「金鈴荘」の魅力は、こだわりの材料と技がふんだん
にみられるところにある。大工、指物師は出入りの職
人を３年間東京で修業させたという。廊下の軒桁には
２０m弱の杉が１本通され、大スパンの開口に当時から
の歪みあるガラスが美しく、庭を魅せている。内部造
作には、床の間部分は全て紫檀、黒檀、鉄刀木（たが
やさん）の唐木が使用されており、また襖類は黒檀
の、鉄刀木の枠で襖紙は絹下地に金箔を五層施すなど
贅をつくしている。内部にある書画骨董類は、この地
方にゆかりの深い作者のものが多く、文化財として価
値あるものも少なくない。訪れた際には、空間ともに
美術作品として、ぜひ観賞いただきたい。

重厚感ある玄関側に比べ、庭園か
ら見る建物は軽やかさすら感じら
れる。華奢な手すりや庇等の細や
かな意匠が関係されるのか、非常
に興味深い。

建物は外壁を防火目的で土蔵造りとし、北側のみ黒漆喰塗、その他
をなまこ壁の仕上げとしている。南北の窓は本格的な観音開の防火
扉（銅板貼）を設けている。内部は主要室すべてが書院造風の座敷
で構成され、１、２階共に北側に１間、南側は襖を介し４間が続
く。西側通り沿いに別棟にて店舗を有し、昭和27年まで岡部家の別
荘として関係者の接待や呉服の展示会場として使用された。障子を
開け放てば美しい庭をのぞみ、建具操作での日本間特有の可変性を
大いに感ぜられる。昭和63年6月まで割烹料理店「金鈴荘」として
利用され、同年8月に市が借り受け、真岡市近世百年の歴史・文化遺
産として後世に引き継ぐため、岡部記念館「金鈴荘」として保存さ
れている。

庭は1600㎡の回遊式の日本庭園で、池を配し、堀、石塀、礎石等に
は、地元の磯山で切り出された、磯山石（現在採掘されていない）
を使用しており、庭を取り囲む石塀は市の登録文化財にもなってい
る。

小説家・有島武郎の代表作「或る女」の女主人公「早月葉子」のモ
デルといわれる「佐々城信子」が後年暮らした所でもある。庭園を
含む風情豊かな空間は映画やドラマのロケでも使用される機会も多
く、また、市民から一層の利活用が望まれており、今後の展開にも
注目されたい。

見どころ

建物名称 岡部記念館「金鈴荘」

建築年 明治中期

構造・様式 木造２階建・寄棟・瓦葺・土蔵造り

所在地 栃木県真岡市荒町2096番地１

電 話 0285-83-2560

Ｈ Ｐ
https://www.city.moka.lg.jp/toppage/kanko_bunka_sports/6/2/3357.html

開館時間 10:00〜16:00まで（最終入館時刻）

休館日：火曜日（祝日の場合は翌日）

年末年始（12/28〜1/4）

アクセス 北関東自動車道真岡ICより車で10分 無料駐車場あり

備 考 栃木県指定有形文化財（建造物）

真岡市登録文化財（石塀）

廊下

襖絵山水画

唐木の

天袋襖

磯山石の

唐木の造

再現された照

手水鉢

１階：「あじさい」の間 １階：「ゆき」の間より

2階：「うめ」の間よりホールをみる 2階：「つき」の間より



栃木県さくら市
 たきざわけじゅうたく

瀧澤家住宅

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備 考

瀧澤家住宅

明治20年～明治33年

木造書院造り、土蔵、長屋門

栃木県さくら市櫻野1365番地

028-682-2176

http://www.city.tochigi-sakura.lg.jp/site/sakura-

museum/takizawake-information.html

午前9時～午後3時30分（最終入館は午後3時）

JR氏家駅から徒歩15分

毎週月曜日、毎月第3火曜日、祝日の翌日、年末年始休館

明治25（1892）年の陸軍大演習の際に明治天皇の小休所と

なったこの建物は明治から大正にかけて活躍した栃木県屈指

の実業家瀧澤喜平治の住宅。

通りに面して塀を巡らし長屋門を開くなど重厚な雰囲気を

醸し出す。

明治３３年に再度の行幸に備えて「鐵竹堂」が建築された。

平成10年に県指定文化財として認定され、

この地域の歴史を語るシンボルとされている。

上質な材料と意匠が目立ち、近代和風建築の水準を

知ることができる貴重な建物である。

鐵竹堂（てっちくどう） 入口の御車寄

蔵座敷

西側の塀沿いに建つ蔵座敷は、洋風望楼(ぼうろう)が

特徴で、この地区の象徴的な建物。

明治20年の墨書が残る伝統的な土蔵作りの建物の屋根部に、

明治25（1892）年の明治天皇の行幸を機に、望楼を増築。

長屋門

旧奥州街道沿い

江戸時代の武家屋敷に習った本格的な明治期の長屋門

御座の間



栃木県宇都宮市
ギャラリーハンナ

Gallery HANNA-絆和-

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備 考

ギャラリーハンナ

1931年(昭和6年)

木造二階建て

栃木県宇都宮市松が峰2-7-17

028-638-6123

http://www.galleryhanna.com

イベント開催中のみ開館

東武宇都宮駅より徒歩8分

県内外・時に国を越えて作家さんの商品を紹介する

宇都宮市役所から西へ向かう『あずき坂』のなかほど、

住宅地の一角に『gallery HANNA-絆和-』がある。

昭和20年の宇都宮空襲で市街地は焼け野原となったが

この建物は残った。

どっしりとした門に菊の花を染め抜いた藍色の暖簾が

かけてあればOPENの合図。

ガラガラとガラス戸を開けると美しい空間が広る。

玄関から入るとすぐ横に、モダンな佇まいの

高い天井の小さな洋間。

この地域にはこのようなお宅が何件かあるようで、

外から見てもわかる印象的な建物だ。

組子細工の障子・黒漆喰の壁。

奥の続き間には縁側があり、しっとりとした庭が眺められる。

急勾配の階段を上がると、目の前には電車が通る。

ゆがんだ硝子・二重鴨居の和室。

宮崎駿さんが戦時中疎開していたという この建物には

あちらこちらに、映画のワンシーンを連想するような

風景がある。

庭ごしに見える線路にときどき電車が通る

むくり屋根の玄関

上品な建具や欄間の装飾は当時のまま

月ごとの企画により展示内容は変わる

建物の魅力を引き出すディスプレイ



















遠山記念館は、 日興證券（現SMBC日興証券）の創立者である遠山元ーが、 没落した生家を努力の末に立て直し、 苦労をかけた母美以のために
建てた邸宅で、 エ期は昭和8年～昭和11年、 延べ床面積約700m 2である。 敷地内には、 住居のほかに、 茶室、 待合い、 長屋門等、 全9 棟から構
成されている。 設計は室岡惣七、 工事の総監督は元一の実弟芳雄、 施工は大工棟梁の中村清次郎が担当し、 当時の卓越した建築技術をもちいて．
全国各地を回って銘木を収集した、 戦前における最高峰の近代和風建築の一つといえる。
邸宅は、 建築様式を異する東棟、 中棟、 西棟の3棟を廊下で結ぶ構成になっている。

【東棟外観】 【中棟外観】 【西棟外観】
千鳥破風の茅葺屋根、 用材は欅、 靴脱ぎ
石の鞍馬石は圧巻である。

屋根は桟瓦に銅板葺、 用材は檜、 壁は卵
漆喰と檜の下見張りである。

用材は北山杉の面皮付、 壁は錆緊楽（蛍
壁）、 軒裏の酒洒な細工も見逃せない。

見どころ

【西棟和室7畳の間】

【中棟廊下】左上
豪華な 化粧小舞天井を受ける丸桁
は長さ7 間の吉野杉。 畳床が来客の
足に優しく、 庭の緑も手に取るよう
に近く感じる。

【西棟廊下】右上
掛込み天井と半分畳が敷いてある床
は数奇屋造りの導入部にふさわしい。

【中棟浴室】左
天井が放射状の唐傘天井で、 驚くこ
とに当初からボイラー 給湯設備が施

座敷と庭をつなぐ軒内間の土間に碍瓦を敷き詰め、 内外を一体
化する空間形成となっている。 ずっと畳に腰掛けゆったり庭を
眺めていたい。

【東棟居間】
18畳の居間は太い欅柱
や挿し鴨居等、 構造部
材の強弱感や、 囲炉裏、
縁無しの坊主畳によっ
て、 豪農の趣きを醸し
出している。

【中棟大広間】
18畳の大広間は天井高
が10尺、 伝統的な書院
造りの床の間を背に、

l .. ’ ’ 

3方に展開する庭の景
色と共に来客をもてな
す場所であった。

二階には応接室と寝室
があるが、 普段は非公
開となっているため、
一般開放する時を事前
に調べて行くことをお
すすめする。

【西棟和室8.5畳の間】
落ち着いた雰囲気の数
寄屋造りは母のための
空間であり、 下がり壁
や床脇の壁留め、 無目
鴨居の付け書院が絶妙
なバランスを形成して
いる。

巴

建物名称
建築年

遠山記念館
1936年（昭和11年）
木造2階建

更〒vrア

烹

構造·様式
所在地
電 話

H p 

埼玉県比企郡川島町白井沼675
049-297-0007 
http://www.e-kinenkan.com 

開館時間
アクセス
備 考

10 : 00~16:30（入館は16: 00まで）
桶川駅、 または川越駅よりバスで牛ケ谷戸下車徒歩15分
国指定重要文化財



埼玉県川口市
きゅうたなかけじゅうたく

旧田中家住宅

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備 考

旧田中家住宅

大正12年（1923年）

洋館：煉瓦造+木造 和館：木造

埼玉県川口市末広1丁目7番2号

048-222-1061（川口市立文化財センター）

旧田中家住宅ホームページ (kawaguchi-bunkazai.jp)

午前9時30分～午後4時30分（入館は4時）

埼玉高速鉄道川口元郷駅下車2番出口より徒歩8分

平成18年 国登録有形文化財

平成30年 国指定重要文化財

旧田中家住宅は、煉瓦造3階建の洋館が大正10年

（1921）に上棟し、大正12年に完成。昭和9年に和館を

増築。他茶室、文庫蔵、煉瓦塀、池泉回遊式庭園により

構成されています。和館は木造2階建の寄棟屋根を乗せた

数寄屋造り。建設時期は、4代目徳兵衛が貴族院議員とし

て政界にいた時期で、大勢の来賓を迎えて行事を行なう

ため増築したものと考えられます。味噌醸造業の他に材

木商も営んでいたことから、最高級の木材を用い、煉瓦

も近くの現場で焼かせるなど、地元職人たちの高い建築

技術を表現した建物です。設計監督技師は櫻井忍夫。

東西に伸びる長方形のプラン。西側から仏間、次の間、

座敷、手洗い場、袴脱、便所が配置されている。

欄間：松林桂月の作品

国道122号沿い旧田中家住宅正面入口

和館：庭園側 防空壕地下室入口あり

玄関

1階座敷吊り下げ多灯

廊下 押入引戸は屋久杉 1階縁側廊下

帳場

昭和48年茶室を建築。一般利用可能（HP参照）

金庫

屋久杉の天井



上花輪歴史館

冠木門から門長屋を望む

見どころ

最大の見どころは、 主屋内の見学コ ース。 学芸員の方
が一 つ一 つの部屋を詳しく説明をしてくださる。 その
後、 副館長である高梨節子さんが点ててくださるお茶
をいただきながら話を聞く。 節子さんが高梨家へ嫁い
でこられた時、 土蔵にはおびただしい数の先祖伝来の
貴重な文物などがあった。 こうした文化財にたいへん
興味を持ち、 家事のかたわら学芸員の資格を取得し勉
強をしてきた、 という経歴の持ち主。 これらの文化財
を後世に残したいと博物館の構想を持ち、 全収蔵品の
目録を作成し、 醸造用具や生活用具、 屋敷全体を見学
できる「上花輪歴史館」を1994年4月にオ ー プン
した。
「先祖の強い美意識で建てられ、 魂のこもった庭園と
建物を慈しんで残していきたい。 先祖への尊敬の念を
もって、 生活に根ざした文化を紹介し、 歴史を感
じとってもらいたい。 また、 忘れられていく日本の美
意識 ・ 伝統美、 建築空間の美を体験してもらいた
い」と、 見学者一人一人にお茶を点てて接してくださ
る。 1766年に建てられた門長屋をくぐり、 1806年の
書院を経て、 1931年建設の数寄屋造り棟でお茶をい
ただくと、 250年の時の流れと共に高梨家に受け継が
れる美意識を体感できるに違いない。
内部の写真は、 防犯等の観点から公にされていないが、
各部屋には各時代の当時の生活が再現され、 小物がそ
のまま飾られている。 直接足を運んでこそ体験できる
見学コ ースである。

書院へ続く鞍馬石の敷石

千葉県野田市

寛文元年(1661年）に醤油の醸造を始めた旧家で、 上花輪の名主を務
めてきた高梨兵左衛門家が代々大切にしてきた住居、 庭園、 土蔵、 屋
敷林、 神楽殿等、 歴史的価値の高い建造物が丁寧に保存されている。
邸内には明和3年(1776年）建設の門長屋から、 昭和6年(1931年）
建設の京風数寄屋建築の主屋にいたるまでの、 様々な時代の建物が混
在しているが、 みごとに調和が保たれている。
高梨家は代々、 建築や造園に造詣が深く「西に森、 北に山」という江
戸時代の屋敷建築の基本を忠実に守り続けてきた。 28代兵左衛門が主
屋を改築した際にも、 最新設備を取り入れたり、 京都の鞍馬石を敷石
にするなどの巧みな改修で、 調和を保ち続けてきた。
建物裏手には構掘（かまえぽり）が巡り、 船着き場が設けられてい
る。 いにしえの奥様やお嬢様が、 ここから船に乗り江戸に籍を買いに
出かけて行ったという。 そんな姿が思い浮かび、 タイムスリップがで
きる歴史館である。

神楽殿

建物名称
建築年
構造 ・ 様式
所在地

電 話
H p 

開館時間

アクセス

備 考

表玄関

夏の間、 障子から模様替えする夏障子

公益財団法人 高梨本家 上花輪歴史館
1766年（明和3年）、 1931年（昭和6年）など

木造平屋建数寄屋造
千葉県野田市上花輪507番地
04-7122-2070
http:/ /kamihanawa.jp/

3月10· 11月・ 12月第1週：10時～16時
4~7月•9月：10時～17時

休館日：月曜 ・ 火曜• 8月 ・ 12月第2週～2月
※主屋内の内覧コ ースは事前予約。 一度に10名まで。

木曜・金曜・土曜の10:30~、 11:15~、 13:00~

東武野田線野田市駅下車徒歩17分駐車場有
国県指定名勝「高梨氏庭園」
近代化産業遺産「野田市の醸造関連遺産」





















神奈川県鎌倉市
よしやのぶこきねんかん

趣のある門塀 庭側外観

玄関 内玄関

応接間の天井 応接間ソファー

書斎 寝室 和室床の間

深い軒で迎える玄関 グループ学習施設としての活用にて運用。見学は下記範囲にて可となっ
ている。（予約・利用期間、申請方法は鎌倉生涯学習センター）

アプローチの敷石とつくばい

広縁と和室 庭と一体となる和室の構成

鎌倉市吉屋信子記念館

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備 考

鎌倉市吉屋信子記念館

昭和37年

木造平屋建

鎌倉市長谷1丁目3番6号

鎌倉生涯学習センター0467-25-2030

city.kamakura.kanagawa.jp

4月土曜、5～11月土日曜、GW毎日、9～16時

JR「鎌倉」駅から京浜急行バス又は江ノ電バスにて

長谷東町下車徒歩2分

江ノ島電鉄「由比ガ浜」駅徒歩7分

近代数寄屋建築の第一人者、吉田五十八による設計。施工

は水澤工務店。

主屋に加え、前面通り沿いの屋根付きの伝統的な門と土塀

も国の登録有形文化財。

茶室へ引き込まれるようなリズムのある露地の敷石、つく

ばいや四ツ目垣などの前庭空間。なだらかな平屋屋根の曲

線、高床ですっきりした柱建て、庭と前庭の隔て。外構か

らゆっくり楽しみたい。玄関前のゆったりとした空間、敷

瓦の腰掛付きの玄関。振り向くと額縁に切り取った前庭が

現れるを確認して、奥に進む。少し狭くなった入口を通り

抜けると明るい応接間に出る。白い天井にグレーのライン

が映える。

縦横が大きい上に開口部側天井が傾斜しているから、窓に

目をやると否が応でも天井が目に入る。斜線が走っており

斬新なデザインはひきつけられてしまう。

応接間から1段高くなって和室がある。縁側続きの欄間は１

間半を引き違い障子にしているがその引き違う箇所に、和

室側から見えぬようスチールで釣ってあるのだ。天窓のよ

うな照明、額縁窓の書斎、間接照明の寝室など現代でも活

用する手法がみられ応用を考える際の糸口をくれるかもし

れない。

作家吉屋信子が昭和10年に東京の自宅を吉田五十八に設計を依頼し建築した後、さらに昭和37年に鎌倉市長谷に「奈良の尼寺のように」と
望み建てられた。ここで晩年を過ごし本人の意思で鎌倉市に寄贈された土地建物となっており、今も在りし日のままで保存されている。











神奈川県鎌倉市
　いちじょうえかんさんそう

一条恵観山荘

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備 考

一条恵観山荘

1646年頃創建 1987年に現在地に移築

木造平屋建

神奈川県鎌倉市浄明寺5-1-10

0467-35-7900

http://ekan-sanso.jp

10：00～16：00

鎌倉駅よりバス約10分「浄明寺」下車徒歩2分

建物内見学は先着順要予約

開催日はＨＰに掲載 1,500円（入園料込み）

建物は寛永文化が色濃く表現されており、同時期の建物の桂離宮、修学院

離宮は恵観の親族によって建設されたものである。

数寄屋造りの内部は11の部屋で構成され、土間から南庇中の間に入ると、

登録有形文化財に指定されている杉戸絵が迎えてくれる。

連続した大小5つの間は最奥の最も格式の高い「鎖の間」に続いている。建具

の杉戸絵やふすまの引手、趣の異なる天井の設えなど、各々の部屋には細

部にわたり繊細な意匠が施されていて、訪れる人の目を引いて離さない。

炉の暖気が袋棚の食器を温めたり天井裏をつたい、建物全体を温める仕組

みなど、実用的にも優れた仕様が見られる。

一条恵観山荘の外観

共に移築された御幸門竹と黒竹の垂木と小舞竹の軒

鎖の間 天井は杉皮の網代

障子の先の庭園

柱と畳の縁がずれているのも意匠のうち

屋根の稜線

この建物の最大の魅力は庭に面した障子を開け放した時に訪れる。客人を

内へ内へと秘めた世界へ誘う計算しくつされた意匠の室内から一転、その秘

めた世界は一気に外へと開放される。

南庇六畳の間から見る庭は、赤松やつくばい、枯山水などが巧妙に計算され

た配置で構成されており、静かな佇まいにぴりっとした緊張感を感じさせる。

あえて現わしている柱の右側と左側では、違う景色が楽しめるのも面白い。

鎌倉の原風景を残した滑川のせせらぎに耳を傾け、敷地内に併設されてい

るカフェでゆっくりとした時間を味わえる。

江戸初期の1646年頃、後陽成天皇の第九皇子であった

一条恵観が京都西賀茂に別荘の離れとして建立。

和歌や茶の湯、絵画などに造詣の深い一条恵観本人が

設計に携わった茶室である。

昭和34年、山荘は庭石や枯山水とともに建築家堀口捨

巳の手により鎌倉に移築され、昭和39年に国の重要文化

財に指定される。

その後、昭和61年に現在の位置に再移築し、改修を経て

平成29年に一般公開となった。

建物の外観は田舎屋風であるが、茅葺屋根でありながら

シャープな稜線が印象的である。

人形回しの絵が描かれた杉戸

ふすまの引手 「の」 絹織の大紋高麗縁

東四畳半の間



神奈川県小田原市
ちょうわろう

千世倭耬（※取材時呼称）

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備 考

千世倭耬 （主屋・土蔵・合掌造）（取材時）

江戸時代～明治初期

木造２階建、書院造・合掌造・土蔵造

神奈川県小田原市風祭245

0465－22－3191（代）

kamaboko.com

10：00～17：00（詳細はお問合せください）

JR・小田急線「小田原」駅タクシー約10分

箱根登山鉄道「風祭」駅直結、無料駐車場（300台）

国登録文化財（主屋・土蔵）、見学は要予約

慶応元年創業の鈴廣蒲鉾が、由緒ある複数の民家を移築再生して2002年に

オープンさせた。千世倭楼とは、「千年の世にも続いていく、調和のとれた

世の中の象徴たる建物であれ」との願いを込め、命名された。書院造の主屋

を中心に、両翼に、土蔵、合掌造が連なる。

【主屋】もともと秋田県の山林王菊池家の書院を解体・移築したもので、新

築時完成に２０年余りかけたという。再生された囲炉裏端は空間は光を抑え

た演出で昔の囲炉裏の間空間を醸し出すのに成功している。建物の豪壮さ、

内部の繊細さが印象的だが、金属製サッシなどを使わず木製建具を使用する

など、古き良き建物をただ活用するだけでなく元々利用された姿で残す、伝

統を守りながら進化するというポリシーを感じる。

中央に鉤型入母屋屋根の書院から、右手の合掌造、左手の土蔵へアプローチする.向かいに鈴廣蒲鉾本店・かまぼこ博物館が所在.

その他、かまぼこ博物館や

ギャラリー、引退した箱根

登山鉄道「モハ1形107号」

を利用したカフェなどが併

設され、製造の見学を含め

多様な楽しみ方ができる。

【土蔵】総漆塗の土蔵は秋田県旧大森町からの移築で、江戸末期から明治

期の山林王であった菊池家の蔵として使われていた。豊富で良質の部材を

ふんだんに使った雄大さと漆塗りの華麗さが共存する。組み込まれたアー

チ窓が土蔵との相性の良さを醸し出し、食事処として洒落たイメージづく

りとなっている。また庭と繋ぐ半戸外空間として四半敷瓦の土庇空間が贅

沢な空間遣いとなっている。

圧倒される土間空間の豪壮 囲炉裏の間の自在鉤や火棚

な梁組と吹抜

【合掌造】江戸後期の富山

県の合掌造を移築・再生し

た会席の食事処は民藝的デ

ザインや小屋裏空間が秀逸。
合掌造の上階を座敷利用 伝統的な叉首組構造部分

再利用の階段親柱の埋木に 土蔵のアーチ窓デザイン

店のレリーフデザイン

主屋の囲炉裏の間 土蔵の吹抜ホール

民藝風デザイン 土庇空間と庭



いる。
























